
活
動
報
告

夏
季
講
座

「モ
ノ
を
切
り
日
と
し
た
世
界
史
」

大
清
水
高
校
　
　
堀
　
　
部
　
　
宏
　
　
人

世
界
史
研
究
推
進
委
員
会
で
は
三
年
前
か
ら
世
界
史
に
興
味

・
関
心
の
あ
る

生
徒
を
対
象
に
公
開
講
座
を
開
催
し
て
い
る
。
今
年
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

☆
８
月
２３
日

（月
）
　

会
場

・
柏
陽
高
校

①

「見
る
…
絵
画

・
彫
刻

。
建
築
な
ど
を
切
り
口
に
し
た
歴
史
」
（柏
陽
高
校

の
先
生
方
に
よ
る
共
同
授
業
の
試
み
…
松
本
謙

一
・
木
村
芳
幸

・
原
範
子
）

ロ
セ
ッ
テ
ィ
ー

（英

一
八
二
八
～
八
三
）
が
描
い
た

「愛
の
杯
」
と
い
う
作

品
の
図
像
学
的
解
説
を
通
じ
て
、
受
講
生
た

・
ち
は
画
家
が
悩
み
か
ら
の
救
い
と

聖
杯
を
持

つ
聖
母
マ
リ
ア
の
姿
を
、
当
時
の
生
身
の
モ
デ
ル
で
象
徴
的
に
描
く

こ
と
に
よ

っ
て
、
機
械
文
明
と
大
量
生
産
方
式
を
批
判
し
、
ハ
ン
ド

・
ク
ラ
フ

ト
の
重
要
性
を
訴
え
て
い
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
よ
く
理
解
し
た
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
ア
ー
チ
の
キ
ー
ス
ト
ー
ン
か
ら
建
築
物
に
迫

っ
た
り
、
聖
杯
を
巡
る

テ
ー
マ
か
ら

「
モ
ノ
を
み
る
と
そ
の
時
代
の
人
の
気
持
ち
が
わ
か
る
」
と
い
う

コ
ン
セ
プ
ト
は
受
講
生
に
し

っ
か
り
伝
わ

っ
た
。
な
お
、
翌
日
の
栄
光
学
園
で
、

実
際
の
ミ
サ
に
使
わ
れ
て
い
る
聖
杯
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
。

☆
８
月
２４
日

（火
）

会
場

・
栄
光
学
園

②

「暦
か
ら
見
た
歴
史
」
　

講
師

¨
大
島
弘
尚

（栄
光
学
園
）

「
世
界
史

へ
の
扉
」
に
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
テ
ー
マ
で
あ
る
暦
は
、

誰
が
何
の
た
め
に
定
め
た
の
か
把
握
す
る
こ
と
が
重
要
。
日
本
で
も
七
曜
制
は

１０
世
紀

（
『御
堂
関
白
記
』
）
か
ら
確
認
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
驚
き
。

③

「銀
か
ら
見
る
世
界
史
」
　

講
師

一
古
川
寛
紀

（上
郷
高
校
）

世
界
規
模
の
交
易
が
始
ま

っ
た
１６
世
紀
に
、
東
南
ア
ジ
ア
産
の
香
料

・
香
辛

料
や
中
国
産
の
陶
磁
器

・
絹
は
世
界
中
に
広
が
り
、
墨
銀
や
和
銀
は
交
易
の
代

金
と
し
て
、
中
国
に
流
れ
込
ん
だ
。
し
か
し
そ
の
先
は
北
方
民
族
対
策
で
消
え

て
ゅ
く
…
こ
う
し
た
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
動
き
を
眺
め
た
。

☆
８
月
２５
日

（水
）
　

会
場

¨
外
短
付
属
高
校

④

「陶
磁
器
の
歴
史
」
　

講
師

¨
岡
田
　
健

（新
栄
高
校
）

陶
磁
器
を
提
示
し
な
が
ら
、
土
器
、
陶
器
之
磁
器
の
違
い
に
触
れ
た
後
、
元

末
か
ら
の
染
付
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
商
人
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
て
宋
の
青
磁

・
白

磁
と
ペ
ル
シ
ア
の
染
料
を
合
体
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
や
鄭
成
功
の
活
動
な

ど
明
清
交
替
期
の
混
乱
を
背
景
に
、
日
本
に
赤
絵
の
技
術
が
伝
わ
り
、
伊
万
里

焼
が
盛
ん
に
海
外
輸
出
さ
れ
た
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
広

い
視
野
か
ら
わ
か
り

や
す
く
説
明
が
あ

っ
た
。
や
は
り
実
物
を
手
に
す
る
と
印
象
が
深
ま
り
、
学
習

効
果
が
高
ま
る
も
の
だ
と
改
め
て
実
感
し
た
。

⑤

「香
木
、
香
辛
料
の
歴
史
」
　

講
師

¨
石
橋
　
功

（外
短
付
属
）

こ
の
授
業
で
は
、
前
半
に
沈
香

（伽
羅
）
後
半
は
乳
香
の
に
お
い
を
教
室
に

漂
わ
せ
て
、
よ
り
深
く
生
徒
の
意
識

へ
の
浸
透
を
図

っ
た
。
香
料
や
香
辛
料
の

原
産
地
を
確
認
す
る
だ
け
で
な
く
、
歴
史
的
意
味
を
確
認
し
、
近
代
世
界
シ
ス

テ
ム
の
展
開
を
踏
ま
え
て
、

１７
世
紀
か
ら
の
人
気
商
品
コ
ー
ヒ
ー

・
紅
茶
な
ど

も
取
り
上
げ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
商
品
は
ス
テ
ー
タ
ス

・
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
扱
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
と
強
調
さ
れ
て
い
た
。

最
後
に
、
こ
の
企
画
の
ね
ら
い
は
、
受
験
対
応
の
細
か
な
知
識
を
効
果
的
に

教
え
る
た
め
の
研
究
授
業
を
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
身
近
な
ネ
タ
を
利
用
し
て

あ
る
時
代

。
地
域
の
感
覚
を

い
か
に
持
た
せ
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ

つ
た
。
講

師
の
先
生
方
に
改
め
て
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
来
年
度
も
多
く
の
講
師

。
テ
ー

マ
を
公
募
す
る
形
で
発
展

・
継
続
さ
せ
て
い
き
た
い
。
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夏
季
集
中
講
座

「イ
ス
ラ
ム
史
」

○
授
業
内
容

「
イ
ス
ラ
ム
史
」

授
業
対
象
　
八
月
二
六
日
～
八
月
三

一
日
　
外
語
短
大
付
属
高
校
三
年
生

目
　
　
的
　
イ
ス
ラ
ー
ム
と
周
辺
地
域
の
関
係
を
構
造
的
に
解
説
、
受
験
に

対
応
さ
せ
る
。

〇
二
六
日
⑥

「
イ
ス
ラ
ム
の
広
が
り
」
　

小
林
克
則

（厚
木
商
業
高
校
）

参
加
生
徒
四
五
名
　
参
加
教
員

一
五
名

受
験
の
世
界
史
は
か
く
あ
る
べ
き
と
い
う
、
湘
南
高
校
で

一
二
年
教
鞭
を
と

ら
れ
た
先
生

の
授
業
で
あ

つ
た
。
「
人
間
は
弱

い
存
在
、
特
に
男
は
…
」
と

ち
ょ
っ
と
脱
線
し
て
笑
い
を
と
る
。
ま
た
そ
の
脱
線
を
適
当
に
切
り
上
げ
る
テ

ク
ニ
ッ
ク
は
大
い
に
参
考
に
な
る
も
の
で
あ

っ
た
。
生
徒
の
意
見
に

「大
変
疲

れ
た
と
い
う

の
が
今
の
状
態
で
な
に
も
考
え
ら
れ
な
か

っ
た
が
二
時
間
で
こ
れ

ほ
ど
の
内
容
を
や
れ
る
こ
と
に
感
動
し
ま
し
た
」
と
あ

っ
た
が
教
員
の
意
見
も

同
様
で
あ

っ
た
。
時
間
が
少
し
足
ら
ず
駆
け
足
と
な

っ
た
。
　
　
　
・

〇
二
七
日
⑦

「近
世
の
イ
ス
ラ
ム
」

佐
藤
雅
信

（寒
川
高
校
）

参
加
生
徒
三
七
名
　
参
加
教
員
九
名

小
道
具
が
生
徒
の
授
業
関
心
を
引
く
こ
と
に
有
用
と
い
う
こ
と
を
見
せ
た
授

業
で
あ
っ
た
。
授
業
間
の
休
み
に
配
ら
れ
た
ナ
ツ
メ
ャ
シ
、
ト
ル
コ
の
ケ
ー
キ

は
生
徒
に
好
評
で
あ
っ
た
。
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
形
成
を
ト
ル
コ
史
の
原
点
に
た

ち
返
リ
プ
リ
ン
ト
七
枚
の
授
業
は
教
員
も
知
ら
な
い
知
識
が
多
く
、
勉
強
に
な

る
も
の
で
あ

っ
た
。
受
験
生
に
と
っ
て
は
詳
し
す
ぎ
る
内
容
で
は
あ
っ
た
。

〇
三
〇
日
③

「近
代
の
イ
ス
ラ
ム
」
　

杉
山
　
登

（逗
子
開
成
高
校
）

参
加
生
徒
三
七
名
　
参
加
教
員
九
名

何
の
プ
リ
ン
ト
も
用
意
し
な
い
こ
の
授
業
が
意
外
と
生
徒
に
評
判
が
良
か
っ

た
。
「
や
っ
ぱ
リ
プ
リ
ン
ト
の
穴
埋
め
よ
リ
ノ
ー
ト
に
書
く
方
が
お
ぼ
え
る
と

思
い
ま
す
」
と
い
う
生
徒
の
声
が
多
く
聞
か
れ
た
。
流
れ
る
よ
う
な
イ
ス
ラ
ム

の
近
代
史
の
授
業
に
は
白
墨
の
み
で
、
重
要
事
項
は
自
分
で
違
い
を
つ
け
な
さ

い
。
と
い
う
講
師
の
指
示
ど
お
り
に
生
徒
た
ち
は
マ
ー
カ
ー
を
使

っ
て
い
た
。

午
後
の
教
員
間
の
話
し
合
い
で
は
板
書
き
か
プ
リ
ン
ト
か
の
熱

っ
ぽ
い
議
論
が

行
わ
れ
た
。

〇
三

一
日

「現
代
の
イ
ス
ラ
ム
」
　

小
林
克
史

（秦
野
南
が
丘
高
校
）

参
加
生
徒
三
七
名

参
加
教
員

一
〇
名

中
休
み
後
の
イ
ス
ラ
ム
の
い
で
た
ち
で
の
登
場
は
受
講
生
に
大
き
な
イ
ン
パ

ク
ト
を
与
え
た
。
中
東
の
現
状
の
紹
介
は
現
地
に
赴
い
た
人
し
か
語
れ
な
い
内

容
を
含
ん
で
お
り
生
徒

・
教
員
の
関
心
を
集
め
た
。
現
在
の
中
東
情
勢
を
考
え

さ
せ
る
と
い
う
観
点
で
は
生
徒
を
引
き
つ
け
る
も
の
で
あ

っ
た
が
、
受
験
を
想

定
し
た
生
徒
に
は
や
や
物
足
り
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

（文
責
　
大
清
水
高
校
　
堀
部
宏
人
　
外
語
短
大
付
属
高
校
　
石
橋
功
）

-67-


